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日本藻類皐合曾 WJ

(総則)

第 1徐本舎は日本務類lì-~"ff と制する。

第 2fl条本舎は苦誕祭の進歩普及を悶り，併せて合員相互の迷絡lU(に貌践を悶るととを

目的とする。

第 3後 ;本舎は前後の目的を主告するために，次の事業を行う。

]. 総合の開催(年 11"1) 

。 滋類に闘する研究令，税引令，採集合等の開催

3. J.E~別刊行物の~刊

4. その他前後の目的を主主するために必要な喜氏業

費H 倹本合の事務所は令長のもとにおく 。

費H f!条木令の司:兆年度は 4J1"I[l1己始まり，忽&f三 3月 31日に終る。

(曾員)

~6僚合員，は次の 3 穏とする。

]. J)!;:逝合員 (議類に闘.1:、をもち.本合の趣旨に賛同する個人叉は国体で，役員合

のiikll!llするもの)

n ・名務E令員(議集の苦主主主に11献があり，木舎の趣旨に賛同する個人で，役員舎の

推薦するもの)

3. 持!ltl合員(本舎の趣旨に賛同し，本合の溌艇に特に寄ー興した個人叉は図体で，

役員舎の椛EZするもの)

第 7総本舎に入合するには，住所，氏名 (間体名)職業を記入した入令1'11込-mを含

長t己主主 :l1すものとする。

第 8fl条 合員 は勾z年 i舎'l'i::JOO脳を前納するものとする。但し名器合員及び特別合員は

合設を裂しない。

(役員)

第 9除木令に次¢役艮をお〈。

令長 一 名 (任J9Jは2ヶ年とする)

幹 事 若干名 {任期は 2ヶ年とする)

合長は総合に於て令れ'1'
より これを選11¥する。幹事は合長が令兵中よりこれを指

名する。

(刊行物)

銭10ft.条 2似合は定Jtlj刊行物 「重量狩uを年:JII'I刊行 L，合員に!!時料で頑布する。

附則

との令D.ll は II?~和:38 年 ]0 月1"1日 から施行する。

• 



日本産ヨツメモ属 Tetrastoraにクいて

岡田主ーす・ nilll符 zp.<;';' 

Y. OKi¥DA and T. Ki¥l¥llYi¥: l{eport on tI1e 
J apanese Tetl'αSp01'α. 

ヨツメモ民 Tetrasρora~t紙~長鋲のヨツメ モ科 Telrasρoraceae に凶し，

ー般に冬から若手にかけて全国各地に見られるが，山間j地では夏でも見られる。

通常湧水，止水或は流水の緩かな小川に生iiするが時にはプランクトンと

して現われることもある。これらの多くは成長すると切れ切れになって仙物

にからみついたり或は水中に汗詑 して生有する。

藻体はジ工夫質;伏で顕微鏡的なものから，肉UR的の大きさのものまであっ

て，そ の形態は球;伏 rt~~札紐;伏をなしXは孔があいた網拡や戒は不斉形な

来j伏を呈している。 この寒天'l1の"1-'~乙概して 4 個づつの細胞が衣面に近いと

ころに並んでいる。 各細胞は原形質から山来する偶繊毛 pseudociliaを各々

2 本宛右し， メ~天質の ミ友商まで f~l' びている。又， 寒天質の中に吏に，別の泉

天質に包まれた細胞が並ぶ種類もある。ij:ll¥胞は球形をなし，色素{本は鮮総色

を呈 し， ピレノイドを有する。

生殖法は無性的には 2本の縦毛をもったりljJf定子ゃー通のアキネ ー トで褐

色の hypnospore~乙 f1iて行われ， イj 性的にはー細胞内に 4-8 個分裂して ， 2 

本の鞭毛をもった配偶子が山米， これが接合して球形の接合子を作ることが

知lられている。

従来日本にj主するヨツメモは T.laruslris LEMM.， T. lubrica (ROTH) 

AG.の2種であったが， 最近 T.cylindrica (W AHLENB.) AG.及び T.geLa-

tionsa (VAUCH.) DESV.を採集したので 口本新J1i2';:，jlとして報告する と共に 口

本経ヨツメモ属の極類をー応まとめてみた。

'L'etlYISpOTαLINK， 1820の検索衣

A) 細胞は 2重の寒天白中にある

a) 顕微鏡的の球;伏:主体である ・一...T. lacuslris 

長崎大去る水 路象m{
日 変知皐必大喜往生物等教室



58 語集 類第2巻 第S貌昭和29年 12月

b) 肉眼的の紐朕の藻体である…… T.cylindrica 

B) 細胞は 1重の寒天質中にある

c) 成体は網i伏に孔があく…・H ・H ・..T.lubrica 

d) 成体は網;民の孔がない・H ・H ・..… T.gelalinosa 

各種の記載については次のようである。

T. 1，何，;''''~副t，.is LEMM.ヨヅメモ

藻体は約0.3mmの球形でJ1:水中に7'J.i位して生育する。 細胞の大きさは

7-10，u， 偶繊毛は細胞の 6-7倍の長さを有する。色索体は単一， 円盤以;

ピνノイドは有するものもないものもある。分布は台湾一一北米，欧州

民 Cllli1ul'l'iC!I， (WAHLENB.) AG.ヒモヨツメモ(新和司一一日本新!主。

藻体は細長く紐i決に伸び(第 1図 B，C)， 太さ約 1cm，長さ 60cm以ムに

以/

L.Lム」

Fig. 1. A， T. gelat伽08α;B-
D，宜'.cylindrica; D. (1)ー(7¥
stag飽 ，of cell divisioD. 
staining; (1) mother cell; 
(7) daughter ceU. 

及ぶものもあり，縦に数本の織がある.

水衣に達した部分は形がこわれて不斉形

となり， 7.1<.になびく(写真 1). 稀に枝を

出すことがある.藻体は淡灰緑色，全体

の寒天質の中に更に細胞の周囲に別の寒

天質が包んでいる。(第 1図 D，2-7).

細胞の大きさは4-10ρ，冬に生育する。
チグザ・ 申ウオウ

名古屋市千種区法王町の排水河川(以前

は姫ケ池であった処). pH 6.8， water 

temp. 10.50C， Feb. 16， 1954・ーーアメリ

カ。

笠'.lllbl'icrt (ROTl歪)AG.アミヨツメモ

始め他物に附着して発生し，筒}j)(又

は誕礼えであるが後離れて不規則に伸び

る。大きいものは20cm以上にも及ぶ。

藻体は捲縮性があり，大小不規則な孔が

沢山あき，終には網;伏になり， これを拡げると海藻のアミアオサに似た形で

ある。細胞の大きさは 7-14，u， 鮮緑色，清冷な小川に生育し他物にからま

る。 普通冬から春にかけて生育するが冷涼な山間地では 7-8月頃でも生育
r.-dtラ ヲタデ ，、ッヵイ カミゴウ

している。愛知県南設楽郡作手村，同碧海郡上郷村， pH4.5-6.4一一東京都

弁ノ頭，欧米，ニュージーラシド。

- 2ー



附田・IITj1谷: 日水産ヨツメモm， Tet1'αspoγαについて 59 

Photo. 1. Photo. 1I. 

Photo. I. T. cylind1'ica， natul'al condition in the watel'; arl'O W  

denotes a colony. 

Photo. II. T. gelαtiηosa， development of aboundant colonies. 

1'.グelntllωsα (VAUCH.)DESV.ブクロヨツメモ一一一日本新説

このヨツメ モは始め他物に群集して発生し， 風向。iU((写哀;ll)であるが

大きくなると入道雲様の袋j!)((第 1図 A)になり ， 立(に大きくなると水流そ

の他により 他物にからみついて生育する。 7J<.u1Lになびいて生f-jするものはおl¥

長く伸びて，50-60cmに及ぶものもある。 ifJ冷な湧水の流れによく生育する。

務体はii.tl緑色乃至ftU緑色で， 判l胞のブてきさは 5-15/1， 冬卒発生 し春季;jSf:本
ソカマ

から協定子を放出する。愛知県安城市福釜の小川に見られたがその他広く県

内各地の平地の小川に多く"寺には水¥II， 漏水にも見られる。 pH6.0-6.8 

-一一アメリカ。

• 
- 3ー



60 重量 類第2巻 第8競昭和29年 12月

• Summary 

The following two species of Tetrastora have been reported from 
Japan hitherto: T. lacustris LEMM. and T. lubrica (ROTH) AG. But， 
recently， the foIIowing species are newly found in this country by the 
present authors: T. cylindrica (W T..HLENB.) AG. (Fig. 1. -B-D and Photo. 

1) and T. gelatinosa (VAUCH.) DESV. (Fig. 1. A and Photo. II). 
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岩手!採沿岸産:海藻目録

I. 紘漣在i及び綿藻額

川 11¥島昭二*

S. KAWASHIMA: A List of the Marine Algae from 
the Coast of Iwate Prefecture. 

1. Chlorophy巴eaeand Phaeophyceae 

岩手県泊岸の海藻については従来故岡村金太郎博士等2-3の先人の断片

的な報告と高松正彦博士の「三陸沿岸産海藻目録J(欧文，斎藤報思会学術研

究報告 No.14;1938， p. 77 -143， pI. 5-16)に岡県産の海藻 136種類が載せら

れているのを見るに過ぎない。

筆者-は 1951年以来山田幸男教授の御指導の下に前後 11回に豆り沿岸各

地で採集を行い， これに若干の岩手県水産試験場寄贈の乾燥楳本及び元岩手

県師範学校教諭故鳥羽源雄氏の採fjSした本数主所蔵の乾燥標本を加えて研究

を行い次に掲げる 146穏 7変忍. 8 品~mの種名を明らかに成し得た。 これ

らの中には緑器類20種， 1変種，褐捺?な140稜 4変種J 2品種，紅部類 86

植 2変種， 6品種が含まれ， なおこの外に語名の明らかでない 2属 2種が

得られた。 この研究に依って筆者は本沿岸は思潮l及び千島海流の影響に依り，

l凌寒両性の海部が豊富に混在することを知り，民に本地方を境界として本州

北部，北海道地方と本州中部以南に分布するお干の海藻の分布上の関辿に就

ても多少の知見を得ることが出来た。これに就ては改めて発表することとし，

今回はこれらの目録のみを発表して本沿岸の海部相の概要を明らかにした

L 、。

ここに本研究中絶えず御懇XiJなる御指導と有誌なる御助言を賜った恩師

山田幸リ}.，?~授に満腔の謝意を去する。ス採集に隙し直々便宜を与えられ，更

に所蔵iJJ~本を忠与せられた前岩手県水]~2試験場長君1\ 司機一氏及び同場技師広

瀬敏夫，お(沢英リj両氏並びに本研究途上極々の御助言を下さった各伎に対し

心から御礼を申し上げる。

終北海道大準静態部植物準教室

-5- 。



62 事基 類 第 2 !，l量第 3~虎昭和 29 年 12 月

CHLOROPHYCEAE 緑藻 類

Ulothricaceae ヒピミドロ科

1. Uloth州向ccα(DILLW.)THUR. 

接地:赤面l~

Ulvaceae アヲサ科

2. Ulvαpertusa KrELLM. アナアヲサ

産地: 穣市，普~， 'lK古，重茂，赤崎f，康問，米崎

3. Enteromorphα伽tsst伽αlis(L.) LINK ポウアヲノリ

農地: 長内，普1¥:，宮古，米曲者

4. E. linza (L.) J. AG. ・ ウスバアヲノ!リ

摩地: 積ip，中型九普f("，康問，米崎

5. E. compressa (L.) GREV. ヒラアヲノリ

農地:宮古，船越，康問

6. E. minimαNAEG. 

摩地 : 中 野

7. E. cri吋 α(R町民)J. AG. 

産地:普代

8. E. pl'olザ61'α(FL.DAN.) J. AG. 

産地:中野

9. M onostromααngicα世αKJELLM.

産地: 種市，宮古，康問

10. M. undnlatum WITTR. val'. f.αrlo'Wii FOSLlE 

産地 : 宮 古

11. M. zostericol，αTILDEN 

摩地: 梅市， '8;古，赤崎

Cladophoraceae シホグサ科

12.ααdophora stimpsonii HARV. 
産地: 庇悶，米崎，長部

13. C. rudolphianα(AG.) HARV. 
産地:赤山な

14. C. glaucescens (GRIFF.) HARV. 
産地: 中1J!f，長内，普氏宮古，赤曲者，米曲者

15. C. den8αHARV. 

産地: 椅市， 1(1盟f，長内， ~7古，庇悶，米崎

16. Chaetomorpha. mo冗iligerαKJELLM.
摩地: 長内，普代，米崎

• -6ー

エゾヒトヘグサ

モツキヒトヘ

キヌシホグサ

タマリシホグサ

ツヤナシシホグサ

アサミドリシホグサ

タマジュズ毛



川崎: 岩手懸椛岸姥i毎孫日銀 1.緑藻鰯及ぴ積書量嫡 63 

17. C.抑制sa(AG.l KUETZ. 

摩地: 中山f，宮古

Codiaceae i ル 科

18. Codittm adhaerens (CABR.) C. AG. 
産地: 中堅F，重焚，n時間

19. C. frague (SUR.) HARIOT 
来:tp¥: rÞlllf，:長!内，告H~， :lli波，釜石

20. C. tomento8um (HUDS.) STACKH. 
路 地 : 赤 曲I/;，'

Bryol施idaceae I、ネモ科

21. Bryopsi国plttm08α(HUDS.)C. AG. 

産地: 中野，宮古，震波，~石，康問

PHAEOPHYCEAE 福藻類

Ectocarpaceae シホ~fロ科

ホソジ-'Lズモ

'"ヒミノL-

JL-

f モセミル

本モ

22. Ectocαrpus c仰 IfervoidesLE .JOL. val'. tllpiCU8 KUCKUCK 

産地 111 野

23. Streblo7lflmαsp. 
産地:官官f

副achistaceae ナミマクラ科

24. Elachistαf1/.cicol，α(VELL.l ARESCH.αtllP化αROSENV.

摩地:宮古 ナミマクラ

25. H alothl'正常 αmbiguα YAMADA 

摩地:縄市

Heterochordariac昔前マツモ科

ソメワケグザ

26. Heterochord，αria alYiet伽α(RUPR.)SEτ'CH.et GARD. マツモ

産地: 八木，宮古I，庶丹，赤由主・，成田

Sphacelariaceae クロガシラ科

27. Sphacelar伽 8Uザ畑caSETCH. et. G腿 D.

産地: 縄市，宮古

Dictyotaceae アミデグサ科

28. Dictyotαdichotoma (HUDS.) LAMOUR. 

摩地: 中堅F，宮古，震波， HI悶，釜石，赤崎

- 7 ー
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64 部類第2!{f t存3OJle II{，J手n29，{1土 12}J 

29. D'ito1Jlms刊zα1'ginαt'usOKAM. 7 ク リ ンアミザヱ

汁i:tfu: 釜石，対(111:;'

30. Dictyopte?'is d'I'va?"icαtα OKAM. エゾーl' ，;t、ズ

F宅地 111~lf， J;毛IAJ，:-!fH吃， 'AfIII-，米山品

Leathesiaceae ネパリモ科

31. Pet?ospoπgiwn?・ugosmn(OKAM.) SETCH. et GARD. シ ワノカワ

jf:i也赤時

32. Leαthes似 d-ijj'or田mis(L.) ARESCT-T. ネバリモ

路地 !J:I~!f'，長 l人1 ， .i~:・ f\， JU;-I'了， Ai't，赤時，11~~~ m，米Ib奇

Chordariaceae モヅク科

33. TinoclαdiαC1'αssα (SURING.) KYLIN 

j1f:i也: 長内，山・1!1.

7 トモ ;ゾク

34. SphαB?'ot?・ichi，αdivα?・icαCα(AG.)KYLIN f. typica INAGAKI 
E世:tfu:世-:i!i，111問 イシモ〆ク

35. S. di'世α7・icαtα (AG.)KYLIN f. epiphyticαINAGAKI ヤ セモ 〆ク

j:Pfu: ':}; il， 
M yriocladiaceae クロモ科

36. M1f?'iocladωIcw'omo YENDO 

F在地 :官古， 1f;~1な， 1JN 問，米崎

Desmarestiaceae ウルシグサ科

37. Des?nα7・estiαm刊 dis(MUELL.) LAMOUR. 

産地 !J:I~f，霊ï't.，雨石， 1.民間

38. D. l'ignlαtα (LIGHTF.) L!¥.MOUR. 

民地 1=iITifj，1，';';j!I， ~石， 赤出身， U;y悶

Punctariaceae ハパモドキ科

ク ロ ー壬

1) ノレシ グ -IJ'

ケウノし シ I/-V'

39. Punctm'ia， lαtがoliαGREV. ノ、 ノぐモ F'キ

iif，ojfu : 砲市， ~ì';山々

40. P. plαηtαgineα(ROTH) GREV. ノ、ノぐダ マシ J 

jfi也: 手重711'

Asperococcaceae コモンブクロ科

41. N[yelophycus cαespuosns (HARV.) KJELLM. 

京地 11ft fI1 

- 8 ー
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川崎: 岩手滋滑岸産海議目録 1.総裁類及び潟藻類 65 

Scytosiphonaceae カヤモJ!J科

42. S，叩tosiphonlome鈍taria(LYNGB.) J. AG. カヤモノリ

産地: 積市，長内，官官，面支，赤向者，厳回

43. Colpome冗伽 si:得制sa(ROTH) DERB. et SOL. 7 1 ロノリ

産地: 赤埼，康問，米自昔

44. C. buUosa (Ro¥UND.) YAMADA '1 ~モ

摩地: 官官，赤由主〉麗図

45. Ileαf倒 cI<α(MUELL.)FRIES セイヨウハパノリ

摩地:八木

Coilod~ceae %ゾプタロ科

46. Couodesme japo冗必αYAMADA

疎地:長内

Ishigeaceae イシゲ科

47. Iskigo jo1生WOa6OKAM. 

農地:米曲者

Dictyosiphooaceae ウヰキヨウ号科

48. Dictyosをpkonjoonic予lacOU8GREV. 

産地:赤崎

Chordaceae ツルモ科

49.Ckord，αfilum (L.) LAMOUR. 
康雄: 営古，方、崎

Lamioariaceae ヨンプ科

50. Lam'似 αriajaponi，個 ARESCH.

蔵地:宮古

z ゾプクロ

イロロ

ウキキョウモ

ツ ル 毛

-マコン 7"

51. L. japonicαARESCH. var. mombranαcoαMIYABE et NAGAI 
産地:赤白書目 ド テ メ

52. L. roligiosa MIYABE ホソメコンプ

摩地: 種市，中盤f，:長内，普代，宮古，釜石，赤崎，康回，米曲者

53. L. angustatαKJELLM. ミツイシコンプ

農地 : 長内

54. Cos加riacostata (TURN.) SAUND. 3ζ ヂ メ

産地:宮古，釜石，康問

66. E帥飽食:tbWyclis (酌ELLM.)S町 'CH. ア テ メ

産地:米崎

- 9ー



66 議類第2~ 第 3 .~虎昭和 29 年 12 月

56. Alaria Cl'α8sifol.匂 KJELLM. チ ガ イ ソ

産地: 種市，中虫色長内，普代， i宮古， o岩間
57. Undω'ia pinnαtifida SURING. f. distans MIYABE et OKAM. 

チーンプワカメ

湾地: 八木，中野，長内，普代"'i!:古，釜石，方、崎，成田，米崎

Fucaceae ヒパマタ科

58. Pel世et似 wrightii(HARV.) YENDO ヱゾイシゲ

F聖地: 中堅f.1宮古，釜石，赤出荷

59. Cystophyllum ha1cod，αtense YENDO ウカe ノモク

姥地:手E市，長内，山岡，釜石， ~~崎

60. H伐似αfusiforme(H腿 V.)OKAM. ヒ ヂ キ

京地:長内，普代，宮古， :ilfl主，釜石，赤崎，蔚同

61. S，αrgαssum hOl'neri C. AG. アカ モ ク

路地: 長内，H賛同

62. S. serrαtifolium C. AG. ノコギリモク

産地:成田

63. S. tortile C. AG. ヨ レ号 ク

路地:赤曲者

64. S. sαgαm必ηumYENDO var. yezoens6 YAMADA エゾノネヲTモク

m地: 赤曲者，康問

65. S. confusum C. AG. 7 シ λ ヂ‘モク

摩地: 長内，宮古，釜石，亦崎，旋回

66. S. thunb61'g必 O.KUNTZE ウミトラノヲ

路地: 椅市，長内，'fj:i!i"， :rrz石， ~;曲者

67. S. miyαbei YENDO ミャ，~モク

疎地: 長内，宮山・，米崎

68. S. micrαcunthum YENDO var. stipulatum YENDO ゲモ ク

岸地 :高岡

- 10ー



釘.藻ブダラクの体の構造と

生殖器管に就いて

川端清策*

S. KAWABATA: On the structure of the frond， and the reproductive 
organ of Rαchymoniapsi国lancool，αtaYAMADA 

(Aoodos lancoolatαOKAM.). 

1. 緒言

フダラク (Pachymenio.ρ'sislanceolata YAM.) は紅藻類クリプトネ三ヤ

族ムカデノリ科に属する海藻で，故岡村金太郎博士により Aeodeslanceolata 

OKAM.と命名されたのであるが， 1952年 10月北大山田教授は日本植物学会

大会で特別講演を行い本種を Pachymenio，ρsisという新属に属させる旨を発

表された。新属 Pachymenio.ρ'sisの特徴11:.山回数授の講演要旨に依れば次の

通りである。

「表皮は叉蹴に分岐し anticlineに排列する小細胞より成りその細胞は外

方に向って段々小形となる。細胞列聞の横の迎絡は屡々之を存し，或種に於

ては単に下部に於てのみ，他の穫に於ては相当上部に至るまで之を見ること

がある，細胞列の下部の比較的大形の細胞は内部に行くに従って吏に大形と

なりその内容は隣同志互に述絡して明らかに星形となり夫等星形の細胞が中

間層を形成している。髄部は緑;民細胞が可なり密に組合って形成されている。

カノレポゴシ校は表皮層と中間層との間辺に生じ褒果は幾つかの成胞綿から成

り， 夫れを取囲む網版の特別明らかな組織 (Aeodesnitidissima J. AG.に見

るが如きjは存しない。 成熟せる誕果は体の表面近くある場昔もあるが，又

は幾分沈在するも甚しく深く沈在することはない。褒呆l主果孔を以って開仁I

し体の両面に散在するか又は時々(フダラクの場合)幾分不規則に集る傾向

が見られる。四分胞子l主体の両面に平等に分布し，表皮細胞列上にその枝と

して生じ十字蹴に分割するJ

本研究はフダラクの体の構造と生殖器官を精査し，上記新属の特徴を本

持北海道拳欝大象岩見i翠分校
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68 手必 ずCfi 第 2!fE ~存 3;'IH n!'.矛n29 &1と12月

1;tがJ~ uiiiしていることを臨め，且つ他 11ムカデノ リ科の各kJ~¥L¥jの|豆別をゆlら

かにする白料に供するために，111111 ~): -l叉指導の l;に行われたものである o

2. 供試材料

1954イT¥4月(in相模七 Irl.グ浜にてIiIIII教授の採集せるもの。

3. 体の構造

体は生体で約 lmm内外の厚さをヰlする G 体の横断面に於て皮層は普通

8 }~Il 内外であるが， 11寺に 10J円以上に及ぶことがある。 タト皮!曹は表面に直1，(1

第 1 圏

a 未熟な霊泉を有するf本の4lf{
29iの一部 x85 

b. 11'1分11也子誕を有する休のねt
隊rrのー古1~ x 250 
A. JJM:III胞 F.被覆糸

に並ぶ普通 3乃至 4個時に 8個の小品HI胞

列より成る。小細胞列はj畳k 文献に分岐

しているが棋の述絡はない。 中間国はや

や大形の長楕円形の 2乃至 3佃の細胞ヂIJ

より j戎り ， その下部に於ては時々棋のJ.f

絡が見られる。 内皮層は可なり大型な剤11

胞より成り ，その最も大なる*1[¥胞は径40μ

に及ぶものがある。内皮の細胞は盟富な

粒Hkの内容物を;uし，縦横に互に辿絡し，

不規則な球以乃至frU~をなし， 最内部の

ものは髄糸と辿絡する。髄糸は粒以の内

容物に充ち， 径約 8μ内外の長い前11胞か

らなり， 叉以或は不規則に分岐するが，

分岐することは少い。髄糸!'I可なり密に

がi合し， その方向は不規則であるが来以

体の長j1411に十日うて表面に平行に走るもの

が多い(第 1閲 a)。

4. 四分胞子嚢

問分胞子::.0t'tR楕円形で中間層から分d皮した外皮胞の最初の細胞と同絡

で外)J(J'，":i中に四!在し，十字)¥Xに分裂し， 体の両聞にー様に散在する(第 1図

b!O四分胞子体はιむのものに於ては梨Hkイみの長il!i11の方向にやや不規則に縦に

走る織が著しいが，乾燥標本では此の織は認め放し紅色素の少い斑点が基
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部附j止を1;1，いて現われる。

川端: 品I藻フダラクの休の構造と生嫡器管ーに就ν・て 69 
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a カノレポコ4 ン枝を有する枝叢 x250 

b. 脊ぃ投銭華蹴包列 x250 
巴. 助細胞を有する枝重量 x250 

カJレポゴシを蔵する枝

叢と助細胞を蔵する枝叢とは別々でらり，且つ前者の小枝の細胞は後者の夫

A. JI})細胞 B. 若い枝議細胞列H.胎原~)J

細胞 s.支持細胞 T.受精毛

れよりも小型で，且つ特徴ある盃吠(猪口;伏j を呈しているものがあるが，

後者の小枝の細胞は多くは球Hk乃至栴円状で盃欣を示すことはない(第2図

a; 第 3悶 a)。

6. 襲呆設遣の温程

受精したカルポゴンは第 3図 b に示す如く胎原列細胞と癒合し， 癒

合した細胞からその附近の内皮層細胞及び髄糸に述絡の突起を生ずる。その

後第3図 cに示す如く， 更に近接の細胞を癒合し， 多数の節の無い述絡

糸を生ずる.此の述絡糸は助細胞に入る。述絡糸に連結した助細胞は成胞糸
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70 部;t;Ii 第 2!{f お;'::3 '~I，~ 1I ~1 ;f;n 29 il~ 12 J1 

を分烈する(出 31ヌ1d 2土び e)。 此のH占lIi在の作制JI包は小紋を分史 し， :(キノj、

uは.\l~1こ分岐し亡仁を囲む被出糸とな る 。 lぷ JI包糸は 2 )~至 3 1設に分れて 1全米

胞子を Lしず る(郊 :ll:i!.l fJ。成熟 した直i~kは助制11 )]包比び紋;監に山米す る被絞糸

に固まれるが，被絞糸の密度はツノレツノレの夫れtr!.衝でない(第 31玄1g)。成熟

した:M果は皮陪の内部から髄!刊にかけて111'在し，ij日ロを有する。誕果は成熟

d 

第 3 図

a. 粁ν、カ ノレポコン牧 を有する枝被 x250 
b. カノレポゴン11台jlk列車111)]&の癒合 x250 
C. 抱合長III)](:!から述紡糸を多数生じたもの x250 
d， e 辿:紡糸と結合 した助知l胞 x250 
f.手1-ν 、i'i!V.J~ x250 
g. 被夜糸に悶まれた!皮熱した仁 x85 

A.助主111)]&; C.カルポゴン C.F.~絡糸 F. 激務糸1.G. 1I. G.成目白糸;

H.II台Lf列主11I1J也 S.支持来日I)](:!; T.受糾毛
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川端: 瓶事誕フグラヲのf本の構造と生械器符・に就いて 71 

したものでも体去に突起を生ずることはないが，::M県の民団した部分は隆起

を示す。!成熟した[本に於ては体の基部附j止}/t...ぴ本 ~;M部を除いて蛍}.I主は一面に

分布するが，多小集って生ずる傾向があり，誕果の民団詳は濃紅色乃至暗紅

色を示し，集団と集団との聞は色素-が浮く，斑;伏を呈する。老成部では此の

集団の境問の斑が消えて褒果は一様に分布する.. 

7. 要約

(1) 皮層は外皮層，中間層，内皮層の三者に区別出来，外皮層は普通 3

乃至4層，稀に 8層細胞に及ぶことがある.皮層の細胞は外方に向って次第

に小形となる.

(局 外皮層の細胞列は叉朕に分岐することがあるが，細胞列聞の横の連

絡はない。中間層の横の迷絡は稀に存する。内皮層は互に縦横に述絡する.

(⑦髄部は径 8μ 内外の髄糸が比較的密に結合している.

(4) 嚢果は体の両面に生じ， .集合する傾向があるが，老成部では褒果群

の境目は明らかでない。

l司仁を囲む被覆糸は数回分岐しているが余り密でなく，又網l伏に連絡

することはない。

(的成熟した嚢果は果孔を有し，皮層と髄部との間に理在する。

(i) 四分胞子褒は中間層から分岐した外皮層の最初の細胞と同格で，十

字肢に分裂し，基部附近を除き体の両面に一様に散布する。

以上の諸点は Pachymenia，ρsis属の特徴と一致する。終りに研究材料を

提供され終始懇篤なる御指導を賜った北大山田教授に深甚なる謝意を表す

る.
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ブシスジモク目玉の生体染色

中津信午*

S. NAKAZAWA: Vital staining of the embryos of 
Sargassum c01Ifusum AG. 

私はさきにスギモクおよびフνスジモグの卵について，受精前後におけ

る生体染色の実験結果を報告し，染色性が受精後に増加すること，およびそ

れは仮根極でとくに著しいこと，そしてその原因は仮根極で色素の透過性が

とくに大きいことであると報告した (1953a)。 そこで，もう少し発生がすす

み，匹形成の段階ではこの性質がどうなるか， という疑問がおこる。この点

をとりあつかったのがこの論文である。

材料には， 1953年5月28日に浅虫臨海実験所附近で採集したフνスジ

モク (Sargassumconfusum AG.)をガラス鉢の中で放卵せしめ， 人工受精

し， 8個の仮根原基を形成した段階， およびこれらの原基が伸長して仮根を

色 業

ア=リン背

オ』ランチア

表 1.. 7シスジモク販の生体染色

福一夜京事元E面頭一一-1-fi一面{It*百子一一

翠 極 俄根極 | 重視 偲根掻

ピスマルク褐 + + + 
プリラント線 + + 
コンゴ赤 + + +. 
ヤヌス絡

メ チレ ン背 + + 
ナイル背 + 
サ 7 ラ品ン + 十.

チ 1 オユ~.

トルイダン背 + + 
中性赤 + + 
聖母 R自 脱

勢 山形大拳丈現象部
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中海: フシスジモク阪の生体染色 73 

形成した段階の幼匹を用いた。染色液に

はさきの報告におけると同じく 12績の

色素を用い， それぞれ 1%の原泌をつく

り， .海水 10ccに対しておのおの 1滴づ

っの割合でうすめた液をペトリ皿にい

れ， この中に脹をピペットで加え，約5

時間のちに観察した。 海水の~pH は 8.2

でおった。実験は全部室温(約 120C)で 担当

おこなわれた. その結果は表 1および図

1に示した通りであった。

表 1によって明らかなように，一般

に仮根極は茎極よりも染色性が高い。 こ

れは私がさきに報告した実験ともよく一

致し， また若い生長しつつある細胞ほど

闘 1

プリラント絡によるアシスジモタ

臓の生体染色。募要Mま染色した様

を示す。

a偲根原基段階 t.俄恨伸長段階

染色しやすいという PRAT(1931 a， b， 1932)， REUTER (1953)などの報告と

も一致する。そして染色性は用いた色素の酸性，または塩基性とは関係がな

い。 このような有極的染色は仮根極でとくに透過性が高いためにおこるの

か，あるいは透過性はすべての部分でひとしいが，入りこんだ色素が部分的

に脱色され，仮根部だけのこされるのかという疑問がおこるが，それは前者

の方が正しい。なぜなら，有極染色も時聞がたつにつれて次第に匹全体が染

色し，しかもそのまま生長をつづけることができるからである。

染色の~態について見るべきものは仮根原基の段階におけるメチ νγ脅

の染色である。この場合a 仮根極は他の部分に比して著しい染色性をあらわ

すが， 中には全く染色しない個体があり， それらは仮根部もその他の部分

も全く染色せず，その結果匪は有極染色したものと全く染色しないものとに

分けられる。 そして，その二者の割合はほぼ 1:1である。これはスギナの

胞子が中性赤その他の色素によって染色性を異にする 2つの型にわかれる

(JOYET-LAVERGNE， 1927)のと類似の現象である。 ピスマルク褐は仮根原基

の段階では有極染色を示さないが，仮根伸長の段階では他の色素と異って仮

根部だけを染めないで，その他の部分を染色する。これはピスマルク褐で染

められるものが細胞質中に分散するミクロソーム様の粒子であれこれが仮

根原基の段階では匹全体に存在するが，仮根が伸畏すると仮根部では退化消

一1，1-
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失してしまうためであ。

DRAWERT (1938)るによると Helodeaの柴では 70%アルコーノレでi団山

した材料でも有版透過性が保持される。プνスジモクについても，もしその

ようなことがあればさきに述べた有極染色が色素の脱色によるのでなく，透

過性によることが証明される。そこで，阪をプオノレマリシで固定したものに

ついても染色をしらべてみた。その結果は表 2に示した通りで為った。

I罰定した!係.の染色

| … 形成 期 I~~ 根伸長し
玄 極 仮根栂 玄被 保根J掻

表 2

+ 
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十
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+ 

+ 
十

十

-.-
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+ 十
+
+
+
+

+
+
+
+
 

素

アュリン背

オーランチア

ピスマルク褐

プリラント級

コンゴ赤

ヤヌス緑

メ チレ ン背

ナイル背

サ 7 ラュン

チオュン

トルイデン背

中 性 赤

鈴 !!ft 院

+ 

十

+ 

+ 
+ 

色

表にみるように，著しい点はアニリン育，オ{ラシチア，チオニシなど

によって生体染色されなかったのに反し，国定材料では染色されることでゐ

る。これは材料が死ぬことによって染りやすくなったからであろう。同様な

例はν方グサ (PRAT，1925)，その他で報告されている(山羽， 1934). またメ

チレシ育，ナイノレ青などで生体染色されたのに反し，固定材料では染まらな

くなった。有機性染色は固定材料についてもみられた。 これらの中にはオー

ラシチア， トノレイデシ育のように新しく有根性染色を得たものもあるが，

たプリラシト緑，中性す、のように生体染色の場合と変らないものもある。 こ

のようなものは色素の透過性が仮根部で大きいためだと説明するのが最も適

当であろう. これから推定して，生体染色の概性もまた透過性によるものと

考えたい。

- 18ー

ま



中海: フシスジモ ク)[fの生体染色 75 

摘要

フ乙/スジモク (SargasSUI1'lconfusum AG.)の!圧を生体染色し，一般に似

桜極は染色性が高いことがわかった。 また同定したj匹についても染色をここ

ろみ ， 同様の結果を得た。従ってこの布極性染色は， 仮1f~者1\で色京の透過性

が大 きいこ とによ るものと推定される。
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ケイソウの用字について

津村孝平

従来ケイソヲ diatom，Kieselalgeと書くのに砧藻と書く人と珪藻と書く

人があり，これは人によってそのいづれかに一定させている人と，一定させ

ずにその時の調子で，いづれとも一定していない人もあり，甚だしいのには

同一文中に桂混と珪藻とを混用している人もいる。また原稿にはその人によ

って一定の字を用いていても，編集者が勝手に変えてしまった例もある。

筆者は戦前には珪藻に一定させていたつもりだが，某公刊雑誌にだけ編

集者が珪藻としてしまった例が一つあった。本誌にも Vol.I，no. 2に根来健

一郎氏が桂謀と書いているかと思うと，同じ号に瀬木紀男氏が珪認と書いて

いるいそうかと思って Vo1.1， no. 1を見ると広瀬弘幸氏が桂藻と書いてい

る。

古い例では遠藤吉三郎博士の「浮遊性碓藻類報告J(水産調査報告 Vol.

XIV， no. 2，.1905)があり，また岡村金太郎博士の「本邦産沿岸性珪藻類一班」

(水産講習所試験報告 Vol.vn， no..4， 1911)というのがあり， この二つの聞

にも名倉氏，椎原氏，徳久氏の報告や論文は桂藻となっていiる。また赤塚孝

三氏の「高島近海における浮遊珪藻J(水産調査報文 no.8， 1914)というのも

あるかと思うと，奥野春雄氏の rf3本珪藻土磁床産化石珪諜図譜J(1952)と

いうものもある。

テングサの繁殖法やアラメとカヂメの名について，あれほどの議論をし

た遠藤博士と岡村博士では， どちらも古文書の引用など実に徹底して居られ

たのであるから，ケイソクのケイ字も， もし両先生の使い方が違うのであっ

たら，ひとわたり係争(ケイソヲ)はまぬがれなかったのでもあろうが，幸

か不幸かこれは陸藻に一致していた。

それで安心したというわけでもないが， どうも筆者がケイソヲに趣味を

持ち初めた昭和 4-5年頃には， こうした論文はたいがい桂謀としてあった

ので，特別の理由がない限りはその習慣に従った戒がよかろうと考えて陸謀

と書くことにきめていたのである。筆者は岡村博士には先生のお宅で，いろ

いろ文献を見せて頂いたり，お数えも私的に受けたりしたことがあるので，

本誌 Vol.11， no. 2の岡村先生の想い出についての文を読むと，また別の忌;
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味で思いで深いものもあるが，ケイソクのケイ字について一度お{日jいしよう

と思っていながらついその機会がない中に御他界遊ばされたのであった。

ところが戦時中に学界ではまだほとんど知られていない珪藻土の産地が

あったので，その調査をしたときに，地質とか岩石などの方面の文献を調べ

て見ると，これはまた珪藻と書いたものが非常に多いので， このままにして

置くと将来ますます混用するから，何とかして一定させたいものと思ったけ

れども，そうなると何か理屈に合った根拠がなければ主張ができないので，

この調査を徹底的にやってみた。 その結果筆者は戦時中(昭和 17年と思う)

から，珪藻と書くのが正しいという結論を得たので， このことは，ある小会

合の席上で口演して置いたが，いまその要旨を書いて参考に供する。

先ず字書による調査として普通に用いられる古典では康照字典および玉

篇があるが，珪藻は 1703年の Philωophi伺 1Transactionに Plate1， fig. 8 

として LEENWENHOEKが Synedraulnaらしいものを書いたのが最も古い

といわれて亡いるから，康照字典などにケイソヲなどの用字があるはずがない

ことはわかっているけれども， もしやケイ石などというような用例があるか

も知れないと思って調査したけれども， これは全然何の手がかりも得られな

かった。

隣邦の中国ではケイソヲのことを何といっているかというと，方賓観ほ

か 49名の合着「辞源」によれば

珪素 目夕日本謂之珪素砂字注。

珪 説如圭。即石タ詳砂字注。

とある。よってその項を参照すると

11タ ‘ Si1icon読如タ。ー名珪索。 JI'金属原質之一。(以下略す)

iタ泌 Diatomaceae 1;タ誠為一個細胞所成。(中略)……li夕日本訳為他。

故亦陸i説。

Fタ石 Silica即天産之二美化。 liタ石英……(以下略す)

11タ謀土 Diatomaceous earth (説明略す)

以上を要約すると中国では日本のケイ索， ケイ酸，ケイ石，ケイ採など

のケイに当る字は砂であるが， 日本で珪素などという熟字があるために中国

にも珪素という用法もあり，中国では dia句m を砂藻というが日本に陛謀と

いう熟字があるため碇藻もまた用いられていると解される。すなわちケイ素

ケイ酸，ケイ石，ケイ藻などという訴は中国でも~われるが，それは日本か
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ら逆輸入したものと思われる。 しかしケイ索。場合は珪素とし，ケイ藻の場

合は碓藻としている。 日本でも混用されていたとはいうもののケイ素の場合

は珪，ケイ藻の場合は桂を用いた事例(傾向)が多分にあったことは，すで

に遠藤，岡村その他の諸氏の用例に明らかである。

それでこの解決は日本の文献に求めなければならないことがわかるが，

日本の字書ではこれが実に一定していない. 読者もお手許の字書を 2......3冊

調べてみればよくわかると思う。甚だしい不見識は，同ーの辞書中に見出し

語や説明や挿図の題に珪・碓を混用しているものもある。だからそんなもの

は参考にならない。ここにはつぎの 2書を引用する。

上田万年: 大字典によれば

碓 カク，キョクなどと読む。なお「我国ニテハけいト読ミ碓索ノ義ト

ス」とあり，それぞれの例が土げてある。なお珪の項は康照字典などの説明

と大同小異であって，この問題には無関係であるからl略すe

久保天随: 漢和大字典によれば

珪康RR字典などと大体同じであるが，付記として「珪石，珪酸ナドト

書クベキヲ，磁石，碓酸ナドト書クノ、誤 9Jなることを明記している。但し

理由が明瞭でない4 なお経の項は康RE字典などと大体同様でこの問題に関係

がないから略す.

この両字書ともに明白な根拠を示していないから， これだけでは水掛論

である。その他の字書類は大概は調べたが，特にことわりがきをしてあるも

のは見当らず，碓を用いたものも，珪を用いたものもある.

筆者は戦災を受けてしまったので，戦前の蔵省や標本やノートの類を全

部焼失してしまって，いまその論著を持っていなし、から，執筆者名や標題が

わからないが，満洲事変以後に満洲の磯物資源を調査した日本人で，満州の

珪藻土産地の調査報告を多分窯業方面の雑誌へ書いたのがあったが，その脚

註に「珪藻と書くのが正しい」と書いてあるのを見たことがあるが，理由や

出典が示されていなかった。こういう言いかたならば砧が正しいと書くこと

もできるから，これだけでは決定はできない。これは多分，久保氏の漢和大

字典を見て書いただけのものであろう。 ものごとはそう簡単には断定すべき

ではない.結局これはケイ索などの用例を作った最初の文献を調査するより

ほかに方法がないことがわかる。そして筆者は広くその方面の文献を調査し

て，つぎの書物に到達した.
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宇田川 Iri陪 '~i~，'ぜ開示(天保 10 年)

合密とはセミイと;読み Chemieの怠l床である。この i宝物の初めの方に式
シリシウム

素の名が挙げてある。その中にはケイヨミという liftはなく，悉里聖母というの

があって，カナがつけてある。乙/リ νクムはもちろん Siliciumでケイ素のこ
ケイセ

とである。しかし本文中に化学物質や反応の説明などに入ってから「珪摂ノレ」

という訴が使われていて，カナがつけてある。 ここにはケイセルのjレをカナ

で示したが原文はこれも漢字である。筆者はそのときのノ{トを娩失して，

いまこの漢字が記憶:にないので， カナでノレとしたことをことわっておく。ケ

イセJレはドイツ語の Kieselか，オランダ話の keisなどから，字国川氏が日

本字をアテ字したものであることは明らかであって， しかも「珪jを用いて

いることに注目すべきである。 さらにこの書よ !Jも1-2年後に出た同人の

著書に，つぎのものがある。

宇田川陪庵: 植学啓源

植学とは現在の植物学のことで，この書物の中では植物を単に「楠J，
動物を単に「勤J，動物学を「勤学」と書いている。 この書物にはνリνヲ

ムにむづかしい漢字を当てたりせずに「珪素」という字が用いてある。

以上のことから，ケイ藻の由来したケイ酸，それのさらに元のケイ素に

珪を用いたのが最初であるから，たとえ当て字でおってもこれに先主権があ

るといってよい。よって珪藻と書くのが正しいと結論した。

ついでに珪部などの藻は現在の Algaでよいことは論ずるまでもないこ

とと思うが，新井 I~I石は「浮く者は張，出む者は藻」と書いているから，昔ー

は沈水植物を指したのではないかと思われる。部字を用いた最古の文は五経

中の詩経の召南の章に「采謝」という詩であって，つつましい乙女が水辺か

ら菰(クキクナの類)や藻を取って来て，ゆでて祖先の祭埼に供えることを

賞さんした中に使ってある。

なお以上の中で，字書の説明などの引用が原文と全く同じでなく，多少

変っているところがあるかも知れない。それは筆者が戦災を受けて当時の記

録用のノートやその他の資料を焼失し，その後再調査せずに記憶によって書

いたためであるが，嬰点は上記の通りである。

(繍讃市立大塾生物皐数窯)
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オゴノリと石花菜

瀬木紀男

先日或る税関吏が大学の研究室に突然来訪され，本邦に愉入されたマカ

ツサJレ(セレペス島)産海藻の鑑定を小生に依頼された。検べてみるとこれ

は寒天の混和材料として用いられるオゴノリ (vラモも混入)であった。彼

は筆者に輸入税表(TheImport Tariff of ]apan，丸善発行，昭和 28・9・20)を

示して，オゴノリ，石花菜及びアイリツνユモスに就いて尋ねられた。その

去の p.76雑品の部には次の如く示されてあった。

守存続 ロロn 名 De3cription E免 ぎ.

“Funori" (Gloil叩eltis)
Nos. ふのり，石花薬及び “Sekk紛 ai"(Gelidium 無 平党

1702 アイリッシェモス …川 Free 
mo3S・・・

この表中先ず不可解なことは Descriptionの項にて石花菜の説明に括弧

して Gelidiumcorneumと一・秘のみを指定してあることである。 この砲恕l

は従来は本邦に産しないとされていたが，筆者の研究により本邦附近の南海

にnii.することが明らかになったもので 4つの var.(s sesqu争edaleGREVILLE; 

r pinnatum GREVILLE? ;δ p悦lchellumGREVILLE; e clavatum GREVILLE) 

を含むテシグサの一種で， 学名は G.corneum (HUDSON) LAMOUROUX (和名

なし)と云う。猶この詳細については後日発表する予定である。

第3岡に示した G.corneumのー秘はかなり大きくて約 9.5cm向く，主

枝は約1.5mmの幅あり周平にして軟'1'1"質，赤紫色を呈し，その内部構造(第

4閲)は一層の皮膚細胞を持ち，根様糸は中心と皮層の中聞に密集する。 い

ずれにしても G.corneum はテシグサ属の中でも特定のものであるから，輸

入税表中に石花菜の説明として，特に之のみ掲げることは不適当であり，フ

ノリの説明に Gloioρ2ltisと指定してある如く ，Gelidiumとのみ示すことが

最も適当であると考える。蓋し石花莱とはトゴロテシグサ即ちテシグサの法

名で， 狭義にとればテシグナの一種類に限定されるが(本邦では普通 G.

amansiiをさす)。 広い意味でテシグサ属を指すと解釈した方が妥当であろ
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う。興恭;恒氏(台湾基降水!主試験場)の論文「台湾之li1t菜及び拠校菜」が英

文では“TheGenera Gelidium and Plerocladia of Taiwan" (1951)とし

てあり，また CHAPMAN

教授も Seaweeds and 

their uses (1950)の p.

92 に TheIast name 

("Tengllsa")， however， 

would seem rather to 

refer to the genlls Ge-

lidium as a whole and 

not proper ly to this 

species (G. amansii)と

あることからも推察され

る。

今輸入されたオゴノ

リ Gracilariacon戸rv-

oides (L.) GREV. (第 1図)

は緑色をおびた紫褐色を

呈し，約27cm高く，主

校の径は約 1mm位あり，

円柱;伏線拡を呈して分校

多く，本種と類似のVラ

モ Gracilariacompres-

sa (AG.) GREV. (紫紅色)

とは外観のみでは区別し

第 1悶

オゴノリ Gracu，α対話 001宅fe問 oides(L.) GREVILLE 

マカゥサル(セレペス島)摩 ×き
難いことが屡々ある。然

し体の横断面をしらべてみると，前[者は多隠の皮層より或るが，後者は唯一

層の皮層のみで大きな内部細胞より成る事，且つ前者は枝の基部くびれ，内

部組織の細胞は厚膜を有すること等にて区別される。マカツナノレ産オゴノリ

の誕果は円形をなし，校の諸所に点賦に散在する。又2-3の誕果が密着し，

全体として一つの小さな点肢のかたまりとなり，それが諸所に散在する。猶

オゴノリは漢名にて頭，車業，於期莱，電豪語莱，頭髪莱等νラモは竜繁菜等と称

ζ
J
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す』るようである。

V 

第 2園 ，オゴノリ G叩 cila，1'iaco仰'.fe1'Voides(L.) GREVILLE 

見0:..製造の r~

には， このオゴノ

リは配合材料とし

て必要なもので，

生J，[仰l絡をひき下

げる:::JS，外慨をよ

くする事(所甜「角

がたつJ~f，: を防ぐ

ため)，溶解力，i疑

問力を巡当にする

ために，テ γグサ

に混和するもので

その告1)合は地方地

方でð~h引なもので

あるが，信州地方
マカッサ ノレ(七レベス 偽)l'I'i H， c7，:: Wiillfrï百の-:i~1\ X 98 

第 3園 Gelid仇tmC01'neum (HUDSON) LAMOUROUX 

var. fJ sesqu勿edαl'3 GREVILLE芯i轡j1fx約き

-26ー

では1見l'f!: (テ γ グナ) 60 

~8096，雑lTi オゴノリ

等)20-40%位と言われ

ている。斯様に寒冷な信

州地方ではよく用いられ

るが，温暖な関西地方で

はあまり用いられない。

然 し近i時オゴノリのみで

寒天代用品を作成し得る

というから杭々重震な治

部となろ )0

iii後にアイリッ乙/ュ

モスと VtChondrus cr-

isρus (CHAPMANによるj

を桁し，ォーゴノ リはチ十

イニ{ズモスに属し，前



• 
記の7}..<:."I'にはない。イ也

にセイ ロンモスと 云 う

のはカタオ ゴノ リ(Gr-

acilaria lichenoides) 

の別名である。

オゴノ リが南方か

ら多量にt陥入される こ

とは屡々聞いて いた

が，実際に この問題に

当り，いろいろな事を

~5祭 し得たのははじめ

てであったので，興味

j桜木: オゴノリと石イじた

第 4 園

Gelidut押LC01・ne1t?n(HUDSON) LAMOUROUX 

var. {3 sesquipedαle GREVILLE 

fみの:f~'i llJr商I のー ;'(11 x 265 

ある ~Jí実 として報告する次却である。 (三三百;J'i{::1L大祭7J，盗塁手iftO

オゴノリの事名饗吏について

iιi工彦栄

83 

寒天原~iのーっ と して最近特に重要視されるに至った元ゴノ リ は ， 世料

中に分布する Grαcilariaconfervoidesに同定されていることは周知1の通り

である九 ところが最近， PAPENFUSS (1950)は Gr.V8rrucosa (HUD:o.) 

PAPENFUSSなる新結合名を提唱 し， Gracilaria confervoides (L.) GPEV.を

その異名としている。北米太平洋治岸のオゴノリ科を研究した DAWSON

(lD-!D)も，最近の論文 (1953)にこの新結合名を採用している。それで PAPEN-

FUSS の諭分に基いて学名変~の由来を紹介したい と思う。

Gr. coηfervoidesなる学名の米歴は，1809年に STACKHOUSEが新設 し

た Flagellariα属にさかのぼることが出来る。彼はこの属に 61'重を設けた

が，この Flagella1'切 なる属名は LINNAEUSが既に 1753年に顕花組物の 1

i誌の名に用いたものであったので，GREVILLE (1830)は STACKHOUS.Eの6粧

の一つ，Flagellaria confervoidesを土台とて Gracilariaconfervoidesを

提案 し STACKHOUSE の他の 3種 F.verrucosa， F. gracilis， 及び F.

ーを 問村博士lでの “能州のi年淡"純物診科tW，7 (75)， 1893 年(明治 26 if.)の目線の r!~ に

め るのが， 日本に於ける:liYiJJの記載ではなν・かと思 う。

- 27ー
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sinψlexをもこれに合併した。他の 1種， F. flagelliformisは AGARDH，C. 

A. (181η に依り Chordariaflagelliformisとされ，残りの 1種， F. plicata 

は FRlES(1853)に依って Ahnfeltiaρlicataとされた。

さて， この Flagellariaなる属名は恐らく Fucusflagellaris ESPER 

(1800， p. 193)に由来するものと思われるが， TIJR.NER (1809， p. 30)はこれ

を Fucusconfervoid，ιsL.(即ち Gracilariaconfervoides)と同種としており，

DE. TONI (1900， p. 438)は Gr.compressaと同種としている。

一方 SCHMITZ(1889， p. 443)及び KYLIN(1932， p. 58)は Gr.con戸rvoi-

dωι.) GREV.を以て Gracilaria属の代表種と確認した。所がよ記の Fucus

ronfervoides L. (1763， p. 1629)はその前年発表された Fucusconfervoides 

HUDSON (1762， p. 4i4)と homonymである事が後に知られ， 東にそれは

HUDSONが同じ論文の前の方 (li62， p. 470)に記載した Fucusverrucosus 

と同一種類と考えられるから priorityを重んずれば Gracilariacon-

fervoides (L.) GREV.なる学名の代りに， Gr. verrucosa (HUDS.) PAPENFUSS 

なる新結合名を用いるのが妥当であるというのでらる。ただ問題は，この海

藻が cosmopolitanで且つ有用種であるため， Gr. confervoidesという従米

の学名が世界中に広く使い慣らされているので，いま俄かに新しい名に改め

ることは，当分の問，或る程度の不便を免れないだろうという点である。

終りに，御校閲を賜った時間先生に深謝の意、を表する。

女献
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(函館市北海道大島水産挙制
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新 著 紹 介

新著紹介

νプ リ シ グ 著

オーストラリアの海藻

1. 紅藻娯: ゴユオトリタム族，ウシケノ 9族

及びウミゾーメン族

T.. LEVRING: The madne Algae of Australia 
1. Rhodophytα Goniotricha1es， Bangiale8 and Nemαlionales. 

凶RKIVFOR BOTANIK. Band 2. nr. 6， 1953， pp. 457-530) 

85 

本警は著者自身が1947-1948年に豆りオ【ストラリアを踏査し叉ルシドやダプリンを

始め多くの勝菜室を歴訪研究せる結果で，該地方の 7 ロラの第1報である。本著にはS族

7科25属71種(内新種15種及び未発表種1種認定，更に新結合種1種)を含んでいる。

新種として次のものを記載した。

Erythrotrichia au8tralis; Poryphyra denticulatα" P. Lucαsii; Acrochaetium 

unifilum， A. 8ubsimple.'I:， A. .pulvinatum， A. effu8um， A. 8ubreductum， A.世ut'グー

orme; KyZ，伽旬 αustralis; Cotαconema delise，僻 LiagoracraS8a; GloiophZ，ωα 

Perrini; &ina旬 Moreto'nensis; Bonnemaisonia australis. 

叉 Callithα，mnionradica悶 HARVEYは Acrochaotiumに入れられた。 未発表

種 Hel'協伽，thoraαustrαlisJ. AG.を認めてし、る。

新品種として Helm伽，thocladiαα制 tralisHARv. f. ramosissima; Helm伽thora

australis J.ムG.f.句nphytica， f. pyramidalisを記載した。

::#cに本著から興味のあると思われはる若干種或いは本邦と関係深い種を拾ってみるに

Poryphyra仰 iadumAND，ERS.は体が多層であるという点に於て特徴的な種類Tある。

P. denticulatαLEVR.は鋸歯縁を有するー重構造である。この様な特徴を有する既知種

は P.a1'øolatα• 8uborbiculata， dentatαの8種が知られているが，本種は習性，生殖器

官の配列:及び構造が異なっているという。 Helm伽thocladiaaustralis HARv.ペユモッ

ク，之は日本から記載されている(岡村，図譜.4，p.21)が著者自身も日本のある標品を

読ベ多くの点で類似しているけれども本種の極めて典型的な同化糸の「大きい末端細胞J

が才ーストラりア及びユュージーランド産植物よりも小さく同種は同ーとは恩われないと

述べてし必。 Liα，goracr佃 saLEVR.は，アガードが L.叩 lidavar. austraωsica J. 

AG.と命名したルンドの陪菜室の標品から種として独立させ新種とした。そしてこの種は

山田 (1938， p. 8 2えぴ p.11)の L.robustα及び L.Boorge8eniiに極めて類似すると

いう。 L偏;gorafari叩 saLAMOUR.本種はJ、ーペーが L.Chey削仰αHARv. として

記載したが， Cのォーストラりア種はペルゲーゼンにより L.f'αrinosaに帰属し， この

種は著者及び山田によって極めて詳細に記載された。叉これは可成り変化し易くアガード

- 29ー
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の陪菜室に L.αザtoniがあるがこれは本種が特に弱く石氏化したものにすぎないと述べ

ている。 GloiophloeaSc伽α'ioidesJ. AG.ユ七7 サノリ。この際極は Sc伽 α4αf1tγcellαtα

J. AG.である。七ツ チェノレの Sc似αω のモノグラフは，ベノレグレンのニュ ージーランド

擦品や S.jU1・cellatαの如きアガードの記械に基づき原標本を見る機会をもたなかった。

実際にこの S.fU1'cellαtα も引の G.Sc伽 αioidesも該地方には見出されていなし、。そこ

でベノレグレンの;種は Pse1tdogloiolJhloeαBe1・gg1-eniiの名を示唆したい。又七ツ チェノレの

多くの種田はこの新属に川・属するであろう。このことは後日論 じ度t、と思う 。しかし著者

は真の G.sc伽 aioidesを採集したが， 七ツチェノレの記放した)]&1謹は発見出きなかった。

そしてアガー ドの原図には見当らなし、。 そこ で著者は引の Gloiophloeα種に於ては，

Sc似α仰 にみられる胞越は存しないと結論してしる。更に~~沼は l-Ielmiηthio]Jsis γoseα

を G.sC'inαioidesに帰J，1!，させた。 Sc'i1w'iαM01・etonensisLEVR.は S.Johnstoniαe及

び S.j'叩 onicαに最も近し、が)]包砲立び下皮細胞の大きさ形に於て異なるとL、う o Pseudo-

sc仇 α似 α1tstralisSETCHELL本題は七ツチェんによって sc初白似fω'cellα仰と分却さ

れた。 七ツチ ェノレは Pseudosc伽 α仰 属 は Scinaict属から琵果の構造に於て真.なると L、

うが著者はその発注を制べたが七ツチェノレの言 うほどではないとし、う。これはスベデリウ

ス (Galaxaura，1912， p_ 148)も認めていると述てゐる。 Clwetαηgiumj，αstigi，αt1t1n 

(BORY) J. AG.原標本研究の結果 Ch.l?:ηg1dαは本種にj，ti'J，厄させられた。Aspαrαgops'is

tαzヴ'ormis(DELlI.E) COLLlNS and HERVEY.この睦E裂は A.S，α押'jo1'd加 1α の名前でオ

ーストラリアに知られ，FELDMANNが言-ぅ織に DELlLEが品custωゲonnisとした

エジプ lからの原記戦とー叙するとL、う 。

(j料開花ー北海道大制l俸制刷憾敬室)
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JJ4:i栄知学会第 2回総会I!IMIi!

本会第 2 [TIJ総会は去る 10 月 末 日本相íR4'!il ~と会大会の京都市にUFlf注されたの を機と して

その第1日間の 10月26日午後71奇から京都大与をI:tl央食堂に於て行われた。 出席者 43名

甚だ脱会であった。先ず議長として平野安防士を選出， 会長の挨拶後舟橋斡:rl-;:より昭和28

年度の庶務会計の報告(J.lUWUl;の通り)があり， 叉会員諸氏より会費納入， 部品編集等の件

に関し意見の関税iがあり，更に明年度は*直牧冬:会がf).，島に於て行われる直前に岡山市に於

て本会第 3回総会を開催するおを満場一致にて決定した。かくして総会を終り会員九州大

学農学部水医学:科治則11宗肯防士より約 40分に豆 りサンゴ誌に関する講演があり，終って

標本因究，務談の後午後日時期会した。
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曾 員諸君の投稿を募る

令員諸君主から大f本次の毒事摂を御含みの上の技研1を期待します。

]. ii革手ITiに倒する小言命文(務I文)，綜J説.論文抄録，雑録等。

:? ))K裕樹1肢の取拾，掲i伎の順序，休11波及び校五は役員舎に一任の ζ と。

3. 別APlJは小論文，綜lilt，縫合抄鍛に限りその'J!t用は 50部を令にて賀稔し， それ

]:J，上は著者IHfJのこと。必要部鍛は投稿の際に111込むこと。

4. tl、言命文， 綜枕， 総合抄録は 400~;詰原稿用紙 ]2 ~企f立迄，其他は向上 6 枚1，):迄

を限度とし悶!仮等のスペースは此の内に含まれる。

日. ]J子、精は平仮名i昆り，織存在しなるべく 400字詰原稿用紙を用ひ，本令庶務斡弓手

先送l'f'jのこと。

議類に闘する質疑感答欄を殻けl支と思いますから，合員諸君の御幸'Jmを乞う。

ωifr:りはヰli阪市北大喝l;rl佐官a(l1lv物当事教室内木令w務衿司王宛のとと。

昭和 ::'9&1'.]2月 15日印刷

Hn和 296.p]2月20日後行

編集策宮走行米 中 村 議 問

~~ '噛市舟見喝r北抽司:i;l;.!II理岐部品器研究所

品
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不許複製 !l'i 行所 日本務類泉曾
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